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　　　　　　巻頭特集
　　　　　　ゆもみちゃんがやって来た！～町民との交流会～
　　　　　　滝下通り地区の景観まちづくり協定が締結、承認されました
　　　　　　山本館本店　国の登録有形文化財に登録される

　　　　　・草津町　平成24年度予算及び各課運営方針と主な事業紹介
　　　　　・こんにちは、図書館です　草津を知るシリーズ③
　　　　　・お知らせ　～生活・くらしの情報～　ほか

入学おめでとう入学おめでとう
～草津小学校入学式にて～～草津小学校入学式にて～



　

去
る
３
月
７
日
（
水
）に
草
津
町
観
光
大
使
「
ゆ
も
み
ち
ゃ
ん
」
が
草

津
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
利
用
者
と
の
交
流
を
は
か
り

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、「
ハ
ー
モ
ニ
ー
体
操
」

や
「
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
」
に
参

加
し
、
い
つ
に
も
増
し
て
充
実
し
た

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

の
み
な
さ
ん
と
は
折
り
紙
を
通
し
て

ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。

　

ゆ
も
み
ち
ゃ
ん
の
大
き
な
手
で
は
、

き
れ
い
に
折
り
紙
を
折
る
の
に
苦
戦

し
た
よ
う
で
す
が
、
い
き
い
き
プ
ラ

ザ
の
皆
さ
ん
が
親
切
に
ゆ
も
み
ち
ゃ
ん
を
手
伝
う
と
い
っ
た
、
微
笑
ま

し
い
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ゆ
も
み
ち
ゃ
ん
と
町
民
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

が
増
え
る
と
い
い
で
す
ね
！

利
用
者
と
の
熱
い（
⁉ 
）抱
擁

体
操
に
ゲ
ー
ム
な
ど

皆
さ
ん
と
楽
し
み
ま
し
た

平成24年３月５日に「滝下通り地区」の
「景観まちづくり協定」が締結、承認されました。
～「湯畑広場周辺地区」「西の河原地区」に続いて３例目～

　昨年12月から、滝下通り地区の景観まちづくりを

行うことを目的に、地元青年部が中心となり検討会が

行われてきました。

　この検討会では、「せがい出し梁づくり※の伝統を受

け継ぐ　せがいのまちなみと温泉街文化の魅力を高め

る方法」として、区域の設定をはじめ、街なみの現況

把握、問題点の整理、住環境保全の検討、アンケート

調査、ニュースレターの発行、協定案の検討や説明会

の開催等を行ってきました。

　この度、国の制度要綱に基づき、この区域内の土地所有者等48件中41件

（H24.3.5現在）の同意書が集まったことから、滝下通り地区の景観まちづくり協議

会会長の湯本晃久さんと副会長の立川亮介さんが「景観まちづくり協定」が締結

されたことを町長に報告し、承認されました。

▲景観まちづくり協定書を町長に渡す
　湯本晃久会長（中央）と立川亮介副会長（左）

▲滝下通り地区協定区域

※「せがい」について
　「せがい」とは、側柱上部から梁や腕木を出し出桁を支える部分で、その姿が和船のせがい（船枻『せがい』：船の左右両舷に渡
した板）に似ていることから、この名がつけられた。
　せがいには、軒裏で軒を支えるタイプ（軒せがい）や、二階梁が伸びた（＝出し梁となった）タイプ（二階せがい）がある。
　草津には、この両方のタイプのせがいがあり、特に滝下通りに多く見受けられる。草津にある軒せがいは、格調を高めるため
せがい部分に板を張ったものが多い。

「
ゆ
も
み
ち
ゃ
ん
」
が
や
っ
て
来
た
！

「
ゆ
も
み
ち
ゃ
ん
」
が
や
っ
て
来
た
！

　

町
民
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を

　

町
民
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を

　

楽
し
み
ま
し
た
。

　

楽
し
み
ま
し
た
。
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①
虹
梁
（
こ
う
り
ょ
う
）

寺
社
建
築
に
用
い
る
、
や
や
反
り
を
持
た

せ
て
造
っ
た
化
粧
梁

②
蟇
股
（
か
え
る
ま
た
）

社
寺
建
築
に
お
い
て
、
梁
な
ど
の
横
架
材

上
の
部
材
。

か
え
る
が
足
を
開
い
た
よ
う
な
形
を
し
て

い
る
。

③
斗
栱
（
と
き
ょ
う
）

社
寺
建
築
な
ど
に
お
い
て
、
軒
や
屋
根
を

支
え
る
た
め
の
部
分
。

斗
と
肘
木
か
ら
構
成
さ
れ
、「
組
物
（
く
み

も
の
）」「
斗
組
（
ま
す
く
み
）」
と
も
い
う
。

④
唐
破
風
（
か
ら
は
ふ
）

反
り
曲
が
っ
た
曲
線
状
の
破
風
。玄
関
、門
、

神
社
の
向
排
（
ご
は
い
）
な
ど
の
屋
根
や

軒
に
多
く
造
る
。

⑤
入
母
屋
（
い
り
も
や
）

屋
根
形
式
の
一
つ
。
上
部
を
切
妻
と
し
、
下

部
の
四
周
に
庇
（
ひ
さ
し
）
や
屋
根
を
廻

し
た
形
態
。
切
妻
造
の
妻
側
の
下
部
に
庇

を
付
け
た
形
態
と
も
い
え
、
格
式
が
高
い

と
さ
れ
、
寺
院
建
築
で
多
く
用
い
ら
れ
る
。

⑥
千
鳥
格
子
（
ち
ど
り
ご
う
し
）

格
子
柄
の
一
つ
。
斜
文
組
織
で
織
ら
れ
て

い
る
た
め
、
模
様
の
形
が
千
鳥
の
よ
う
に

み
え
る
と
こ
ろ
か
ら
付
け
ら
れ
た
名
称
。

⑦
軒
（
の
き
）

屋
根
の
外
壁
か
ら
外
側
に
出
て
い
る
部
分
。

ま
た
、
軒
の
端
部
を
「
軒
先
」
と
言
い
、

庇
は
、
古
来
よ
り
日
差
し
や
雨
を
除
け
る

た
め
に
、
窓
な
ど
の
上
部
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
軒
庇
（
の
き
ひ
さ
し　

も
し
く
は
、

の
き
び
さ
し
）
は
、
軒
の
よ
う
で
も
あ
り

庇
の
よ
う
で
も
あ
る
。
軒
で
は
な
く
庇
で

も
な
い
。
こ
の
両
方
が
当
て
は
ま
る
よ
う

な
も
の
。

※
用
語
解
説
集
よ
り
引
用

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
る

　

こ
の
た
び
山
本
館
本
店
が
、

平
成
24
年
２
月
23
日
付
け
で

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
庁
に
届
け
ら
れ
た
所
見
に
よ
る
と

山
本
館
本
店
は
、
木
造
の
地
上
３
階
地
下

１
階
建
、
二
層
の
塔
屋
を
設
け
た
入
母
屋

造
鉄
板
葺
で
、
玄
関
の
右
側
が
第
一
期
の

昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）、
左
側
が
第
二
期

の
昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）
の
建
造
で
す
。

　

意
匠
は
、
玄
関
を

①虹
梁
（
こ
う
り
ょ

う
）、

②蟇
股
（
か
え
る
ま
た
）、

③斗
栱
（
と

き
ょ
う
）
等
の
組
み
物
を
用
い
た
社
寺
風

の
④唐

破
風
屋
根
、
主
屋
部

⑤入
母
屋
屋
根
の

妻
飾
り
を

⑥千
鳥
格
子
と
す
る
な
ど
、
各
所

に
寺
社
建
築
ま
た
、
各
階
に
め
ぐ
ら
し

た
⑦軒

庇
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※ 

数
字
の
つ
い
て
い
る
用
語
に
つ
い
て
は
下

段
の
建
築
用
語
解
説
を
併
せ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
山
本
館
本
店

町長から登録プレートを受け取る山本館本店の
田村泰哉代表（左）

建
築
用
語
解
説

国登録有形文化財の登録証の
伝達式が行われました
　平成24年２月23日付けで文部科学大臣から文化財登録原簿

に登録された山本館本店に対して、登録証並びに登録プレート

が交付され、３月21日には町長室において伝達式が行われま

した。

　登録証並びに登録プレートは、町長から山本館本店の代表

田村泰哉さんへ手渡されました。田村さんは登録プレートの重

みと文化財としての重みをかみしめられ、草津町のためにも建

物をしっかりと守っていきたいとおっしゃっていました。
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一般会計予算

28万８千円
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平成24年度

37億1,1
町
内
活
性
化
・
観
光
事
業

福
祉
・
教
育
・
健
康
事
業

安
全
・
安
心
・
環
境
事
業

町の24年度主要事業は？
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このページでは一

般会計予算の内容

について、お知ら

せいたします。

歳入（収入）内訳歳入（収入）内訳
依存財源の内訳 自主財源の内訳

⑦

⑥

⑧
依存財源

③④
⑤

⑨

自主財源

②

⑩

歳入総額
3,711,288
▲0.17％

①
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歳出（支出）内訳歳出（支出）内訳

歳出総額
3,711,288
△0.17％

議会費
農林水産業費
予備費
諸支出金
労働費

衛生費

教育費

公債費

商工費
消防費消防費

総務費

その他その他

土木費

民生費

いでゆ　第568号7



　

総
務
課
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
私
た
ち
の
業
務
を

大
き
く
分
類
す
る
と
「
行
政
」
と

「
財
政
」
に
分
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　
「
行
政
」で
更
に
２
部
門
に
分
か
れ
、

庶
務
係
と
振
興
係
と
な
り
ま
す
。
庶

務
係
で
は
、
条
例
改
正
、
選
挙
、
消

防
・
防
災
、
交
通
安
全
・
防
犯
の
事

務
を
行
い
、
広
報
（
い
で
ゆ
編
集
含

む
）、
人
権
・
行
政
・
消
費
者
相
談

な
ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
振
興

係
は
、
農
業
、
林
業
、
商
工
業
な
ど

を
中
心
と
し
た
産
業
振
興
や
鳥
獣
害

対
策
、
外
郭
団
体
に
属
す
る
吾
妻
広

域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
、
第
３
セ

ク
タ
ー
で
の
株
式
会
社
草
津
観
光
公

社
、
草
津
温
泉
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
株

式
会
社
等
と
の
調
整
事
務
を
地
域
振

興
と
し
て
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
「
財
政
」
は
、
財
務
係
と
人

事
給
与
係
に
分
か
れ
て
事
務
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
内
容
別
の
項
目
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
予
算
、
決
算
統
計
、

地
方
交
付
税
、
地
方
債
な
ど
の
資
金

管
理
、
公
有
の
土
地
・
建
物
な
ど
の

利
活
用
、
契
約
・
入
札
関
係
の
審
査

を
含
め
た
財
産
管
理
、
人
事
・
給
与

な
ど
の
職
員
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

平
成
24
年
度
に
お
い
て
は
、
昨
年

の
大
震
災
以
降
回
復
の
兆
し
の
見
え

な
い
町
内
の
経
済
環
境
と
同
じ
く
、

草
津
町
の
財
政
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
は
あ
り
ま
す
が
、
町
長
の
提
唱

す
る
「
町
民
全
員
が
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
継
続
し
、「
住
み
や
す
い
草

津
町
・
お
客
様
に
愛
さ
れ
る
草
津
町
」

の
実
現
に
向
け
、
財
政
の
健
全
化
を

念
頭
に
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
務
課
は
、
こ
の
よ
う
な
予
算
や

資
金
管
理
の
よ
う
に
全
体
を
見
据
え

た
大
き
な
展
開
か
ら
、
農
林
業
、
商

工
業
、
交
通
、
消
防
な
ど
町
民
に
密

着
し
た
業
務
、
庁
舎
の
電
球
交
換
や

清
掃
な
ど
の
下
支
え
と
、
多
岐
に
わ

た
る
業
務
を
15
名
で
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

日
頃
よ
り
、
町
税
の
納
税
に
つ
き

ま
し
て
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
は
町
の

歳
入
の
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

町
県
民
税
は
、
日
常
生
活
に
係
る

住
民
に
身
近
な
仕
事
（
福
祉
・
保

健
・
道
路
・
消
防
・
ご
み
処
理
・
住

宅
・
教
育
等
）の
費
用
を
賄
う
た
め
、

所
得
に
応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
固
定
資
産
税
は
、
資
産
（
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
の
所
有
者

に
、
都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画
事

業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
目
的
税

で
、
用
途
指
定
地
域
内
（
大
字
草
津

地
内
）の
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
に
、

固
定
資
産
税
と
合
わ
せ
て
課
税
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
平
成
24
年
度
の
固
定

資
産
税
の
内
、
家
屋
分
課
税
は
、
評

価
替
に
よ
り
、
ま
た
、
地
域
の
特
殊

要
因
（
酸
害
）
に
よ
る
減
額
補
正
率

の
見
直
し
に
よ
り
、
課
税
額
が
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

入
湯
税
は
、
環
境
衛
生
施
設
や
消

防
施
設
、
観
光
振
興
等
に
充
て
る
た

め
の
目
的
税
で
、
入
湯
客
に
課
税
さ

れ
ま
す
（
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
代
表
者

の
方
等
に
特
別
徴
収
義
務
者
と
な
っ

て
い
た
だ
き
一
括
納
付
い
た
だ
い
て

い
ま
す
）。

　

そ
の
他
、
法
人
町
民
税
は
事
業
者

に
、
軽
自
動
車
税
は
、
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

納
税
者
の
皆
様
に
は
、
納
期
内
納

付
等
納
税
に
つ
き
ま
し
て
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

納
税
に
お
困
り
の
時
は
、
そ
の
ま

ま
放
置
せ
ず
に
納
税
相
談
を
し
て
下

さ
い
。
原
則
と
し
て
１
年
に
限
り
分

割
納
付
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

や
む
を
得
ず
財
産
の
差
押
え
等
を
行

う
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の

納
税
や
納
税
相
談
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

企
画
創
造
課
の
業
務
は
、
大
き
く

企
画
部
門
と
千
客
万
来
事
業
部
門
に

分
か
れ
、
草
津
町
の
政
策
的
な
仕
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

企
画
部
門
に
お
い
て
は
、
地
域
情

報
政
策
、
自
然
公
園
施
設
管
理
、
都

市
計
画
及
び
景
観
事
業
等
が
主
な
業

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
情
報
政
策
に
つ
い
て
は
、
役

場
関
係
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報

管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
昨
年
度
は

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
光
ケ
ー
ブ
ル
の
誘
致
を
行

い
ま
し
た
。
自
然
公
園
施
設
管
理
に

つ
い
て
は
、
白
根
山
か
ら
の
遊
歩
道

や
芳
ケ
平
ヒ
ュ
ッ
テ
等
の
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
及
び
景
観
事
業
に
つ
い

て
は
、「
景
観
ル
ー
ル
づ
く
り
」
と

「
湯
畑
広
場
の
再
整
備
」
が
主
な
内

容
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
事

業
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
草
津
町
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
事
業
と
位

置
付
け
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
に

は
旧
富
久
住
旅
館
跡
地
に
「
湯
源
の

湯
屋
」
の
建
設
が
行
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

千
客
万
来
事
業
部
門
に
お
い
て
は
、

ス
キ
ー
場
、
大
滝
乃
湯
、
西
の
河
原

露
天
風
呂
、
草
津
高
原
ゴ
ル
フ
場
、

道
の
駅
等
の
公
の
施
設
に
つ
い
て
、

草
津
観
光
公
社
に
施
設
の
管
理
運
営

を
委
託
す
る
と
と
も
に
、
各
事
業
施

設
の
将
来
像
を
描
き
な
が
ら
、
施
設

の
改
良
工
事
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
に
は
、
大
滝
乃
湯
の
大

改
修
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
24
年
度

に
は
、
ス
キ
ー
場
事
業
に
お
い
て
、

老
朽
化
し
た
索
道
施
設
の
架
け
替
え

等
を
検
討
し
、
今
後
の
ス
キ
ー
場
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
一
定
の
方
向
性

を
打
ち
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

平
成
24
年
度

　

各
課
運
営
方
針
と

　
　

主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

　

町
で
は
住
民
参
加
で
、よ
り
効
果
的
な
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

平
成
24
年
度
に
実
施
す
る
主
な
事
業
の
内
容
の
進
め
方
な
ど
を
課
ご

と
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

総
務
課課  

長　

福
田　

隆
次

税
務
課課  

長　

古
畑　

千
秋

企
画
創
造
課

課  

長　

長
井　

英
二
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観
光
課
は
、
平
成
23
年
10
月
、「
観

光
と
福
祉
の
両
立
し
た
町
づ
く
り
」

を
目
指
す
町
長
の
意
思
を
具
現
化
す

る
た
め
、
旧
観
光
創
造
課
の
観
光
部

門
を
分
離
独
立
さ
せ
、
観
光
行
政
に

特
化
し
た
部
署
と
し
て
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　

従
い
ま
し
て
、
観
光
課
の
主
な
業

務
は
、
誘
客
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
ま
た
、
広
告
宣
伝

事
業
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
、
平
成

24
年
度
予
算
は
、
観
光
課
の
全
体
予

算
１
７
９
，
９
０
３
千
円
の
う
ち
、

１
５
２
，
２
７
５
千
円
を
イ
ベ
ン
ト

事
業
な
ど
の
誘
客
対
策
費
に
充
て
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
入
込
客
数
が

夏
以
降
回
復
を
見
せ
、
ま
た
、
観
光

経
済
新
聞
社
主
催
の
「
に
っ
ぽ
ん
の

温
泉
１
０
０
選
」
で
、
９
年
連
続
第

１
位
を
獲
得
い
た
し
ま
し
た
が
、
国

内
経
済
の
情
勢
や
全
国
の
温
泉
地
、

観
光
地
と
の
競
争
は
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
観
光
課
は
、「
観
光
地
の
使
命

は
、
お
客
様
に
夢
と
癒
し
を
与
え
る

こ
と
」
を
念
頭
に
、
業
界
、
町
民
の

皆
様
方
と
協
力
し
な
が
ら
、
誘
客
活

動
を
推
進
し
、
観
光
、
経
済
の
振
興

を
図
り
、
観
光
立
町
草
津
町
の
一
層

の
発
展
を
遂
げ
る
よ
う
努
力
し
て
参

り
ま
す
。

　

住
民
課
の
業
務
内
容
と
平
成
24
年

度
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
は
じ
め
に
住
民
課
の
業
務
内
容

で
す
が
、
課
名
の
と
お
り
住
民
の
皆

様
に
最
も
身
近
な
、
戸
籍
・
住
民

票
・
保
育
園
・
子
ど
も
手
当
・
国
民

健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
の
10
月
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申

請
・
発
給
事
務
を
住
民
課
窓
口
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
平
成
24
年
度
の
状
況
で
す
が
、

国
民
健
康
保
険
の
保
険
税
率
と
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率
が
改

定
さ
れ
ま
す
。
国
保
と
後
期
高
齢
者

医
療
の
加
入
者
の
皆
様
に
は
ご
負
担

を
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

町
と
し
て
も
医
療
費
の
抑
制
、
保
険

税
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

最
後
に
住
民
課
で
は
、
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
招
か
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
住
民
の
皆
様
に
よ

り
一
層
便
利
な
窓
口
と
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

福
祉
課
は
７
名
の
職
員
で
地
域
福

祉
全
般
と
介
護
保
険
部
門
を
担
当
し

て
お
り
、
地
域
福
祉
部
門
で
は
、
乳

幼
児
医
療
費
か
ら
高
齢
者
な
ど
の
施

設
入
所
費
用
ま
で
、
各
年
齢
層
か
ら

多
種
多
様
な
行
政
へ
の
ニ
ー
ズ
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
に
極
力
対

応
す
べ
く
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と

が
な
い
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

介
護
保
険
部
門
で
は
、
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
適
正
な
運
営
を
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

介
護
給
付
費
の
抑
制
の
た
め
予
防
事

業
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
や
関
係
部

署
と
の
連
携
を
図
り
、
高
齢
者
の

方
々
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
は

該
当
し
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
制
度
の

谷
間
」
に
あ
る
ケ
ー
ス
や
複
数
の
課

題
を
同
時
に
抱
え
た
ケ
ー
ス
な
ど
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
な
お
さ
ら
家

族
や
地
域
と
の
協
力
な
く
し
て
は
解

決
策
を
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
も
あ
り
、

地
域
で
の
見
守
り
活
動
や
小
さ
な
状

況
の
変
化
に
も
気
を
配
り
、
草
津
町

で
の
福
祉
の
力
を
よ
り
育
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

草
津
町
健
康
推
進
課
は
保
健
師
・

栄
養
士
・
事
務
職
の
６
名
で
構
成
さ

れ
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に

設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
保
健
セ
ン

タ
ー
業
務
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
業
務
を
兼
ね
て
、
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、「
生
涯
を
通
じ
た

健
康
づ
く
り
」
の
た
め
の
事
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

対
象
別
に
各
種
健
診
や
相
談
、
健

康
に
関
す
る
講
演
会
や
運
動
支
援
等

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
乳
幼
児
に
対

し
て
は
、
乳
児
健
診
・
１
歳
半
健

診
・
３
歳
児
健
診
の
実
施
、
子
育
て

支
援
、
各
種
予
防
接
種
の
実
施
、
高

齢
者
に
対
し
て
は
「
に
っ
こ
り
健
診
」

を
初
め
元
気
ア
ッ
プ
教
室
や
高
齢
者

サ
ロ
ン
を
実
施
し
、
皆
様
が
い
つ
ま

で
も
元
気
に
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
働
き
盛
り
の
方
を
対
象

と
し
た
各
種
が
ん
検
診
（
胃
・
大

腸
・
子
宮
・
乳
・
前
立
腺
・
肺
）
や

特
定
健
診
、
そ
の
結
果
に
基
づ
く
糖

尿
病
予
防
教
室
や
メ
タ
ボ
予
防
教
室

な
ど
を
予
定
い
た
し
ま
す
。「
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
」た
め
に
も
、

大
勢
の
方
の
ご
参
加
、
ご
利
用
を
職

員
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

生
活
環
境
課
は
、
主
に
草
津
町
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ゴ
ミ

処
理
運
営
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
委

託
業
者
が
収
集
し
、
集
め
た
可
燃
ゴ

ミ
を
当
施
設
に
お
い
て
焼
却
処
分
し
、

も
え
な
い
ゴ
ミ
な
ど
は
、
民
間
施
設

に
委
託
し
て
処
分
し
て
お
り
ま
す
。

　

ゴ
ミ
行
政
は
町
民
の
皆
様
の
協
力

が
な
い
と
、
適
正
な
ゴ
ミ
の
処
分
が

で
き
ま
せ
ん
。
ご
み
の
分
別
に
お
き

ま
し
て
も
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

平
成
20
年
の
10
月
か
ら
、
そ
れ
ま
で

「
も
え
る
ゴ
ミ
」と
「
も
え
な
い
ゴ
ミ
」

の
２
分
別
か
ら
、
ビ
ン
・
缶
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
「
資
源
ご
み
」
と
し
た

３
分
別
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果

資
源
化
率
も
上
が
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
当
施
設
は
、
平
成
３
年
に

稼
動
し
て
か
ら
20
年
を
経
過
し
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
な
か
、
適
切
な

ゴ
ミ
の
分
別
は
施
設
の
維
持
管
理
に

お
い
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原

発
事
故
に
伴
う
放
射
能
問
題
が
草
津

町
の
焼
却
業
務
に
お
い
て
も
安
全
基

準
以
内
で
あ
り
ま
し
た
が
影
響
が
あ

り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
平
成
24
年
１
月
か
ら
放

射
性
物
質
の
特
別
措
置
法
の
施
行
に

観
光
課課  

長　

青
木　

重
尚

住
民
課課  

長　

市
川　

秀
雄

福
祉
課課  

長　

荒
木　

彰
彦

健
康
推
進
課

課  

長　

土
屋
由
美
子

生
活
環
境
課

課  

長　

沖
津　

則
夫
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伴
い
、
焼
却
施
設
等
の
運
営
に
お
け

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
排
ガ
ス

等
の
検
査
を
実
施
し
問
題
な
い
結
果

が
出
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
様
の
協

力
を
得
な
が
ら
安
全
・
安
心
と
な
る

施
設
運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
木
課
の
業
務
は
、
町
内
の
道
路

（
町
道
）並
び
に
橋
梁
の
管
理
や
整
備
、

町
道
の
道
路
占
用
許
可
、
防
犯
灯
の

設
置
・
管
理
、
及
び
町
営
住
宅
並
び

に
賃
貸
住
宅
（
前
原
ハ
イ
ツ
）
の
入

居
管
理
並
び
に
建
物
の
維
持
管
理
が

主
な
も
の
で
す
。職
員
は
12
名
で
す
。

　

道
路
や
橋
に
つ
き
ま
し
て
は
、
草

津
町
に
住
ん
で
い
る
人
や
観
光
で
来

て
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
が
安

心
・
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
、

新
設
、
改
良
や
、
オ
ー
バ
ー
レ
イ
、

側
溝
整
備
な
ど
維
持
補
修
に
努
め
て

い
ま
す
。ま
た
冬
に
は
、生
活
道
路
・

観
光
道
路
の
確
保
の
た
め
、
土
木
課

職
員
・
除
雪
委
託
業
者
の
皆
さ
ん
と

協
力
し
て
、
町
内
ほ
と
ん
ど
の
道
路

の
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て

融
雪
道
路
が
効
果
的
に
機
能
す
る
よ

う
、
ポ
ン
プ
施
設
の
調
整
や
清
掃
も

大
事
な
土
木
課
の
仕
事
で
す
。

　

平
成
24
年
度
の
土
木
課
関
係
の
予

算
総
額
は
約
２
億
６
，
４
０
０
万
円

で
、
道
路
橋
梁
関
係
で
約
１
億
８
０

０
万
円
、
住
宅
関
係
で
約
６
，
４
０

０
万
円
で
す
。
こ
の
予
算
を
有
効
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
安

心
・
安
全
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　

上
下
水
道
課
は
、
水
道
事
業
と
簡

易
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
３

事
業
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
及
び
簡
易
水
道
事
業

は
、
安
心
で
、
安
全
な
、
お
い
し
い

水
を
安
価
で
供
給
す
る
事
を
原
則
に

運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　

職
員
数
は
９
名
で
主
に
工
事
や
修

繕
等
を
担
当
し
て
い
る
工
務
係
と
、

料
金
徴
収
・
経
理
等
を
担
当
す
る
庶

務
係
の
２
係
で
業
務
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
水
源
は
横
手
山
系
や
白
根
山

系
の
湧
水
を
水
源
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
大
変
貴
重
な
資
源
で
す
。
こ
の

資
源
を
有
効
利
用
す
る
た
め
に
老
朽

化
し
た
配
管
施
設
の
更
新
や
取
水
施

設
の
補
修
工
事
等
を
毎
年
実
施
し
、

安
定
供
給
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

24
年
度
は
、
老
朽
化
し
た
配
水
管

の
取
り
換
え
工
事
５
か
所
（
９
千
万

円
）
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

工
事
の
際
に
は
、
ご
不
便
ご
迷
惑
を

お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

下
水
道
の
担
当
職
員
は
７
名
で
す

が
、
庶
務
係
２
名
で
窓
口
業
務
や
浄

化
槽
整
備
の
事
務
を
担
当
し
、
工
務

係
の
５
名
は
各
家
庭
や
旅
館
な
ど
で

使
わ
れ
た
汚
水
を
、
浄
化
す
る
た
め

下
水
処
理
場
で
機
器
の
運
転
管
理
や

水
質
実
験
、
下
水
道
管
の
維
持
管
理

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

下
水
処
理
場
は
、
昭
和
52
年
に
供

用
開
始
以
来
30
数
年
が
経
過
し
、
老

朽
化
が
進
行
し
施
設
の
改
築
・
更
新

が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
整
備
に

は
莫
大
な
費
用
を
要
す
る
た
め
、
将

来
の
課
題
と
し
、
現
状
で
は
年
間
９

千
３
０
０
万
円
で
既
存
施
設
の
定
期

的
な
整
備
や
維
持
管
理
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

最
近
、
下
水
処
理
場
に
流
れ
込
む

汚
水
に
油
が
混
入
す
る
事
例
が
発
生

し
、
浄
化
す
る
機
器
の
整
備
や
除
去

作
業
に
多
額
な
費
用
が
か
か
っ
て
お

り
ま
す
。
油
は
適
正
な
処
理
を
し
て

い
た
だ
き
、
下
水
道
に
は
流
さ
な
い

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

草
津
温
泉
を
訪
れ
る
お
客
様
に

と
っ
て
の
最
大
の
魅
力
と
目
的
は
、

良
質
の
源
泉
掛
け
流
し
で
あ
る
草
津

の
温
泉
に
浸
り
、
癒
し
と
や
す
ら
ぎ

を
体
感
し
、
非
日
常
的
な
憩
い
の
時

間
を
過
ご
す
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
地

域
住
民
に
と
っ
て
の
温
泉
は
、
日
常

生
活
に
お
け
る
疲
労
回
復
や
健
康
増

進
に
役
立
て
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
温
泉
」
は
、
本
町
に

と
っ
て
は
最
も
重
要
な
観
光
資
源
で

あ
り
、お
客
様
と
町
民
（
地
域
住
民
）

の
共
有
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。

　

温
泉
課
で
は
「
温
泉
」と
「
温
水
」

給
湯
の
安
定
供
給
を
図
り
、
１
年
３

６
５
日
い
つ
で
も
ご
利
用
が
出
来
る

こ
と
を
基
本
に
置
い
て
維
持
管
理
や

施
設
整
備
に
努
め
、
も
っ
て
本
町
の

観
光
及
び
住
環
境
の
基
盤
を
支
え
る

こ
と
が
一
番
の
使
命
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

平
成
24
年
度
で
は
、
老
朽
化
が
進

行
し
て
い
る
給
・
配
湯
管
の
更
新
工

事
、
熱
交
換
器
や
動
力
施
設
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
整
備
、
中
継
ポ
ン
プ
場
の

更
新
工
事
等
を
予
定
し
て
お
り
、
工

事
期
間
中
は
色
々
と
ご
迷
惑
と
ご
不

便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
皆
様
方
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

会
計
課
で
は
、
草
津
町
の
会
計
事

務
を
担
当
し
て
お
り
、
現
金
の
出
納

（
収
入
・
支
出
）や
記
録
管
理
を
行
い
、

決
算
書
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
収
入

に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
町
税
及
び
使
用

料
・
そ
の
他
町
の
収
入
と
な
る
現
金

の
整
理
を
行
っ
て
お
り
、
支
出
に
つ

い
て
は
、
町
が
購
入
し
た
物
品
・
工

事
の
請
負
代
金
・
各
種
団
体
へ
の
補

助
金
・
委
託
料
等
の
支
払
に
つ
い
て
、

書
類
審
査
の
後
、
請
求
者
へ
支
払
い

ま
す
。

　

ま
た
、
会
計
管
理
者
は
、
会
計
年

度
終
了
後
、
一
年
間
の
収
入
・
支
出

の
状
況
が
記
載
さ
れ
た
各
帳
簿
の
数

字
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
、

こ
の
数
字
に
誤
り
が
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
と
、
一
般
会
計
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
書
、
並
び
に
決
算
事
項

別
明
細
書
、
実
質
収
支
に
関
す
る
調

書
を
作
成
し
、
企
業
会
計
も
合
わ
せ

て
９
月
の
議
会
に
報
告
し
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

莫
大
な
金
額
を
出
納
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
適
正
な
歳
入
確
保
を

図
る
こ
と
は
勿
論
、
歳
出
予
算
執
行

に
あ
た
っ
て
は
財
務
規
則
を
遵
守
し
、

細
心
の
注
意
を
は
ら
い
適
正
な
処
理

を
心
が
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

草
津
町
教
育
委
員
会
で
は
「
町
づ

く
り
は
人
づ
く
り
」
と
い
う
理
念
の

も
と
、
小
・
中
学
校
に
関
わ
る
学
校

教
育
全
般
の
業
務
と
、
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
に
関
わ
る
社
会
教
育
全
般
の
業

務
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

土
木
課課  

長　

中
澤　

篤
夫

上
下
水
道
課

課  

長　

高
原　
　

稔

温
泉
課課  

長　

吉
田　

秀
男

会
計
課課  

長　

高
原　
　

武

教
育
委
員
会

局  

長　

三
浦　

正
欽
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学
校
教
育
に
関
し
て
は
「
や
さ
し

さ
と
い
た
わ
り
の
心
を
持
っ
た
児
童

生
徒
の
育
成
」
を
教
職
員
等
と
手
を

携
え
て
取
り
組
む
と
共
に
、
施
設
管

理
や
学
校
給
食
等
を
含
め
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
管
理
対
策
を
重
点
分
野

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

留
守
家
庭
児
童
対
策
と
し
て
は
児

童
室
の
運
営
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

社
会
教
育
に
関
し
て
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
学
習
拠
点
と
な
る
図
書
館
や

公
民
館
の
運
営
、
ま
た
、
グ
ラ
ン
ウ

ド
や
プ
ー
ル
な
ど
の
体
育
施
設
管
理

を
継
続
す
る
と
共
に
、
文
化
財
の
保

護
や
、
成
人
式
、
文
化
祭
な
ど
の
事

業
、
さ
ら
に
青
少
年
健
全
育
成
活
動

も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
人
ま

で
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
心
身
の
向

上
を
図
る
た
め
、
体
育
協
会
を
は
じ

め
、
各
種
団
体
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
草
津
夏
期
国
際
音

楽
ア
カ
デ
ミ
ー
や
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

も
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
の
仕
事
は
町
民
の
皆

さ
ん
と
密
接
し
た
幅
広
い
業
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
事
務
局
は
、
議
会
の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、
議
会
と
議
員
の
唯
一
の
補
助

者
と
し
て
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
２
名
の
職
員
で
、
本
会
議
や

委
員
会
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
議

会
活
動
に
必
要
な
調
査
や
資
料
の
収

集
・
作
成
、
会
議
録
の
作
成
、
請
願

及
び
陳
情
の
受
付
、
そ
の
他
議
会
運

営
上
必
要
な
事
務
処
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
事
務
局
と
公
平

委
員
会
事
務
局
も
兼
務
し
て
お
り
、

町
の
行
財
政
の
執
行
が
適
正
に
運
営

さ
れ
て
い
る
か
否
か
な
ど
の
事
務
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

24
年
度
予
算
額

　
　

合
計　

８
４
，
５
５
２
千
円

◎
議
会
運
営

　

町
民
の
代
表
で
あ
る
12
名
の
議
員

の
皆
さ
ん
が
議
決
機
関
と
し
て
町
民

に
信
頼
さ
れ
、
そ
の
負
託
に
応
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
議
会
機

能
の
充
実
・
強
化
、
活
発
な
議
会
活

動
を
的
確
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で

す
。

　

ま
た
、
議
会
活
動
を
町
民
の
皆
様

に
正
確
に
伝
え
る
た
め
、「
議
会
だ
よ

り
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ
、
町
議
会
が
よ
り
身
近
な
存

在
と
な
る
た
め
の
取
組
み
を
推
進
し

ま
す
。

議
会
事
務
局

局  

長　

佐
藤　
　

剛

　平成24年４月１日付をもちまして、次のとおり人事異動を行いましたので、お知らせいたします。

　この人事異動を持ちまして、より一層の町の発展を目指し、職員一同頑張ります。従前にまして皆様のご指導、

ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

草津町役場人事異動のお知らせ

氏　　名 異動後職種名 異動前職種名 備　考

課 長 霞　 義 典
愛町部税務課付き課長・（兼務）行
財政改革推進室次長

愛町部住民課課長補佐
異動昇格・
兼 務

課長補佐

富 澤 勝 一
愛町部付き課長補佐・吾妻広域町
村圏振興整備組合派遣

愛町部総務課係長
異動昇格・
派 遣

藤 田 裕 次 （兼務）行財政改革推進室勤務 愛町部税務課課長補佐 兼 務

上 田 英 男 （兼務）行財政改革推進室勤務 愛町部税務課課長補佐 兼 務

黒 岩 富 雄 （兼務）行財政改革推進室勤務 愛町部税務課課長補佐 兼 務

中 澤 一 夫 愛町部企画創造課課長補佐 愛町部健康推進課係長 異動昇格

山 本 琢 夫 愛町部健康推進課課長補佐 愛町部企画創造課課長補佐 異 動

山 田 忠 志 教育委員会事務局局長補佐 教育委員会事務局係長 昇 格

係　 長

和 田　 修 愛町部総務課係長 愛町部総務課主査 昇 格

越前谷　学 愛町部総務課係長 愛町部総務課主査 昇 格

磯 野 孝 之 愛町部税務課係長 愛町部税務課主査 昇 格

大塚理恵子 愛町部税務課係長 会計課主査 異動昇格

山 崎 徹 也 （兼務）行財政改革推進室勤務 愛町部住民課係長 兼 務

堀 田 高 史 （兼務）行財政改革推進室勤務 愛町部住民課係長 兼 務
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氏　　名 異動後職種名 異動前職種名 備　考

係　 長

茂 木 芳 美 愛町部住民課係長 愛町部住民課主査 昇 格

熊 川 一 記
愛町部住民課係長・（兼務）行財政
改革推進室勤務

愛町部住民課主査 昇格・兼務

橋 爪　 保 愛町部住民課係長 愛町部上下水道課主査 異動昇格

市 川　 歩 愛町部福祉課係長 愛町部福祉課主査 昇 格

高 橋 修 一 愛町部土木課係長 議会事務局係長 異 動

岡 田 隆 志 愛町部土木課係長 愛町部土木課主査 昇 格

山 口　 誠 愛町部上下水道課係長 愛町部住民課係長 異 動

大 山 泰 司 愛町部上下水道課係長 愛町部上下水道課主査 昇 格

小 林 幸 夫 愛町部温泉課係長 愛町部上下水道課係長 異 動

岡 田　 薫 愛町部温泉課係長 愛町部温泉課主査 昇 格

黒 岩 英 徳 愛町部温泉課係長 愛町部温泉課主査 昇 格

主　 査
石 井 辰 哉 愛町部生活環境課主査 愛町部生活環境課主任 昇 格

浦 野 義 行 愛町部上下水道課主査 愛町部上下水道課主任 昇 格

主　 任

宮 崎 貴 幸 愛町部総務課主任 愛町部土木課主任 異 動

大 熊 高 広 愛町部総務課主任 愛町部総務課主事 昇 格

中 山 慎 介 愛町部福祉課主任 愛町部福祉課主事 昇 格

臼 田 直 樹 愛町部土木課主任 愛町部土木課主事 昇 格

新規採用
職　　員

宮 崎 恭 嗣
愛町部付き主事補・社会福祉法人
草津町社会福祉協議会派遣

新規採用・

派 遣

黒 岩 祐 介
愛町部税務課主事補・（兼務）行財
政改革推進室勤務

新規採用・

兼 務

山 口 博 夢 愛町部観光課主事補 新規採用

綿 貫 愛 巳 愛町部住民課主事補 新規採用

湯 本 麻 希 愛町部上下水道課主事補 新規採用

井 口 裕 子 会計課主事補 新規採用

酒 井 祐 美 議会事務局主事補 新規採用

沖 津 尚 喜 教育委員会事務局主事補 新規採用

退　　職

市 川 正 一
行財政改革推進室次長（兼務解除）・
愛町部税務課付き課長

兼務解除

定年退職

一 場 孝 久 愛町部税務課課長補佐 定年退職

山口千恵子 教育委員会事務局係長 定年退職

ナターシャ・
グ リ ン カ

国際交流員 退 職
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小学校防火防災絵画コンクール入選者発表
草津町消防団主催

数々のすばらしい作品の中から選ばれた『団長賞』・『副団長賞』の３点をご紹介します。

★
最
優
秀
賞

１
年
松
組　

黒
岩　
　

希

２
年
松
組　

市
川　

裕
翔

３
年
松
組　

浅
見　

依
里

４
年
竹
組　

浅
見　

侑
里

５
年
竹
組　

加
藤　

正
也

６
年
竹
組　

石
井　

七
海

★
優
秀
賞

１
年
松
組　

大
竹　

礼
菜

１
年
竹
組　

濱
口　

愛
奈

１
年
竹
組　

山
田　

菜
都

２
年
竹
組　

石
井　

夏
葵

２
年
竹
組　

古
舘
あ
か
り

２
年
梅
組　

上
坂　

颯
哉

３
年
竹
組　

大
竹　

奏
輝

３
年
竹
組　

榎
並　

莉
子

３
年
竹
組　

山
本
沙
弥
香

４
年
松
組　

青
木　

比
那

４
年
松
組　

澁
谷　

愛
優

４
年
竹
組　

西
牧　

彩
良

５
年
松
組　

山
本
真
里
奈

５
年
松
組　

宮
島　

三
奈

５
年
松
組　

久
々
江
涼
花

６
年
松
組　

榎
並
里
彩
子

６
年
竹
組　

橘
髙　

嘉
紀

６
年
竹
組　

根
岸　

優
衣

★
佳
作

１
年
松
組　

関
口　

大
我

１
年
松
組　

久
々
江
雫
花

１
年
松
組　

佐
藤　

希
咲

１
年
竹
組　

山
口　

悠
人

１
年
竹
組　

塩
谷　

和
奏

１
年
竹
組　

齋
藤　

愛
里

２
年
松
組　

白
井
貞
之
介

２
年
松
組　

川
島　

冬
也

２
年
竹
組　

鈴
木　

豊
輝

２
年
竹
組　

長
岡　

采
枝

２
年
梅
組　

山
中　

俊
平

２
年
梅
組　

髙
井　

璃
子

３
年
松
組　

黒
岩
宗
一
郎

３
年
松
組　

西
山　

正
紘

３
年
松
組　

山
本　

翔
太

３
年
松
組　

神
林　

香
凜

３
年
竹
組　

富
澤　

琴
葉

３
年
竹
組　

滝
沢　
　

崚

４
年
松
組　

佐
藤　

健
矢

４
年
松
組　

山
口　

悦
史

４
年
松
組　

安
齋
う
ら
ら

４
年
竹
組　

越
後　

美
優

４
年
竹
組　

樋
渡　

美
咲

４
年
竹
組　

永
川　

結
子

５
年
松
組　

石
坂　

悠
成

５
年
松
組　

島
村
陽
南
子

５
年
竹
組　

内
堀　

美
里

５
年
竹
組　

松
本　

莉
子

５
年
竹
組　

宮
崎　

久
美

６
年
松
組　

日
元
エ
リ
ー
ス
彩

６
年
松
組　

奥
平　

真
鈴

６
年
竹
組　

大
髙　
　

凛

６
年
竹
組　

菊
池
和
寿
美

◆
副
団
長
賞

３
年
Ｂ
組　

髙
山　

友
美

簡
単
な
火
の
元
チ
ェ
ッ
ク
で
火
事
予
防

２
年
Ｂ
組　

目
澤　

鳳
茄

気
を
つ
け
て
「
家
に
か
ぎ
っ
て
」
そ
の

油
断

◆
最
優
秀
賞

１
年
Ｂ
組　

松
村　

春
恵

防
ぐ
の
は　

一
人
一
人
の　

心
が
け

２
年
Ａ
組　

吉
田　

圭
佑

消
し
た
よ
ね
思
い
込
み
よ
り
ま
ず
確
認

３
年
Ｂ
組　

關
口　

佳
太

消
し
た
か
な
出
か
け
る
前
に
も
う
一
度

◆
優
秀
賞

１
年
Ａ
組　

中
嶌
こ
と
み

「
ま
あ
い
い
や
」
そ
ん
な
甘
さ
が
火
事

の
元

１
年
Ａ
組　

御
友
亜
翠
花

消
し
た
よ
ね
思
い
込
み
で
大
火
事
に

１
年
Ｂ
組　

黒
岩　

祐
実

気
を
つ
け
て
そ
の
火
は
消
え
て
い
な
い

か
も

２
年
Ａ
組　

田
原　

蓮
幸

「
大
丈
夫
」
思
い
込
み
か
ら
大
火
事
に

２
年
Ｂ
組　

橋
爪　

克
弥

チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
出
か
け
る
前
に
火
の

元
を

２
年
Ｂ
組　

篠
原　

寧
乃

気
を
つ
け
よ
う
慣
れ
て
忘
れ
る
火
の
怖

さ

３
年
Ａ
組　

安
齋
こ
む
ぎ

そ
の
火（
日
）か
ら
あ
な
た
の
人
生
変
わ

る
か
も

３
年
Ａ
組　

永
谷　
　

妙

守
り
た
い
あ
な
た
の
家
族
と
あ
な
た
自

身

３
年
Ｂ
組　

細
内　

美
鈴

寝
る
前
に
確
認
し
よ
う
火
の
元
を

◆
佳
作

１
年
Ａ
組　

荻
野　

葵
平

「
消
し
た
か
な
」考
え
る
よ
り
確
か
め
て

１
年
Ａ
組　

黒
岩
し
づ
く

あ
な
た
が
あ
な
た
を
守
ら
な
い
で
誰
が

守
る

１
年
Ａ
組　

伴
瀬
ま
ど
か

火
を
消
そ
う
大
事
な
命
消
さ
な
い
た
め

に

１
年
Ｂ
組　

須
田　
　

麗

忘
れ
る
な
出
か
け
る
前
の
火
の
始
末

１
年
Ｂ
組　

宮
﨑　

真
由

ち
ょ
っ
と
待
て
離
れ
る
前
に
確
か
め
よ

う

１
年
Ｂ
組　

柳
澤　

樹
里

気
を
つ
け
よ
う
ス
ト
ー
ブ
・
ガ
ス
の
消

し
忘
れ

２
年
Ａ
組　

重
原　

康
介

出
か
け
る
と
き　

あ
れ
よ
し
こ
れ
よ
し

指
差
し
確
認

２
年
Ａ
組　

山
口　

郁
弥

火
は
消
そ
う
悔
ん
だ
時
に
は
も
う
遅
い

２
年
Ａ
組　

黒
岩
志
乃
歩

も
う
一
度
広
が
る
前
に
確
認
を

２
年
Ｂ
組　

久
々
江
耀
平

「
消
え
て
る
よ
」
決
め
つ
け
な
い
で
再

確
認

２
年
Ｂ
組　

田
嶋　

春
那

「
そ
っ
ち
は
消
し
た
？
」家
族
み
ん
な
で

指
差
し
チ
ェ
ッ
ク

３
年
Ａ
組　

石
坂　

航
成

大
火
災　

小
さ
な
油
断
が　

そ
の
火
種

３
年
Ａ
組　

松
嶋　

大
智

消
し
忘
れ　

そ
れ
が
命
を　

消
す
行
為

３
年
Ｂ
組　

宮
崎　
　

悟

火
を
消
し
た　

ガ
ス
も
締
め
た
ら　

出

か
け
よ
う

３
年
Ｂ
組　

吉
田　

恵
菜

い
つ
も
す
る　

火
元
確
認　

絶
対
に
！

中学校防火防災標語コンクール入選者発表中学校防火防災標語コンクール入選者発表
　火は消した？　あなたの目と手で　確かめて

◆団長賞　３年Ａ組　湯本里彩子　

た
く
さ
ん
の
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

団長賞
６年松組　宮﨑朱里

副団長賞
６年松組　上野奨悟

副団長賞
５年竹組　勅使川原麻友
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こ
ん
に
ち
は
、図
書
館
で
す

こ
ん
に
ち
は
、図
書
館
で
す

草
津
を
知
る
・
シ
リ
ー
ズ
③

「
草
津
と
疎
開
」

「
草
津
と
疎
開
」

草
津
に
住
ん
で
い
る
け
れ
ど
、

草
津
に
住
ん
で
い
る
け
れ
ど
、

　
　
　
　

意
外
と
知
ら
な
い
草
津
の
こ
と
。

　
　
　
　

意
外
と
知
ら
な
い
草
津
の
こ
と
。

草
津
に
つ
い
て
改
め
て

草
津
に
つ
い
て
改
め
て

　
　
　
　

知
識
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　

知
識
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

草
津
町
立
図
書
館
所
蔵
の
資
料
か
ら

草
津
町
立
図
書
館
所
蔵
の
資
料
か
ら

　
　
　
　

司
書
が
町
の
歴
史
を
ひ
も
と
い
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　

司
書
が
町
の
歴
史
を
ひ
も
と
い
て
い
き
ま
す
。

　

春
は
卒
業
・
入
学
の
シ
ー
ズ
ン
。

希
望
を
胸
に
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を

切
る
み
な
さ
ん
に
68
年
前
の
小
学

生
の
話
を
し
ま
す
。
と
言
っ
て
も

草
津
の
子
ど
も
た
ち
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
東
京
か
ら
、
親
元
を
離
れ

３
，
５
０
０
人
も
の
小
学
生
が
草

津
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

お
よ
そ
１
年
間
、
町
内
の
多
く
の

旅
館
で
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。

な
ぜ
草
津
に
子
ど
も
た
ち
が
や
っ

て
き
た
の
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う

な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
の
か
を
こ

れ
か
ら
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

〈
疎
開
の
は
じ
ま
り
〉

　

昭
和
19
（
１
９
４
４
）
年
。
こ

の
年
は
高
級
娯
楽
が
禁
止
さ
れ
、

防
空
壕
の
強
制
実
施
や
竹
槍
訓
練

の
実
施
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

７
月
に
サ
イ
パ
ン
島
が
米
軍
に

よ
っ
て
占
領
さ
れ
た
た
め
日
本
全

土
が
Ｂ
―
29
の
航
続
範
囲
に
入
り
、

太
平
洋
戦
争
の
状
況
が
日
に
日
に

悪
化
、
国
土
決
戦
が
叫
ば
れ
て
い

た
時
代
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
大

都
市
圏
の
子
ど
も
た
ち
を
比
較
的

安
全
な
地
方
に
避
難
さ
せ
よ
う
と

始
ま
っ
た
の
が
「
学
童
疎
開
」
で

す
。
政
府
は
同
年
１
月
に
強
制
疎

開
命
令
を
出
し
、
６
月
に
は
国
民

学
校
初
等
科
３
〜
６
年
生
児
童
の

集
団
疎
開
を
閣
議
で
決
定
し
て
い

ま
す
。

　

東
京
都
は
７
月
29
日
、
各
区
児

童
の
集
団
疎
開
の
割
当
地
域
を
発

表
、
８
月
４
日
に
は
第
１
陣
が
上

野
駅
を
出
発
し
て
い
ま
す
。
東
京

都
が
計
画
し
た
疎
開
割
当
地
域
は

群
馬
県
を
含
む
関
東
近
県
か
ら
東

北
、
東
海
地
方
の
12
県
、
１
地
域

と
い
う
広
範
囲
な
も
の
で
し
た
。

各
県
の
寺
院
や
温
泉
地
に
子
ど
も

た
ち
を
疎
開
さ
せ
る
計
画
で
、
お

よ
そ
20
万
人
の
子
ど
も
た
ち
が
対

象
で
し
た
。

　

群
馬
県
に
は
当
時
の
淀
橋
区

（
現
・
新
宿
区
）・
滝
野
川
区

（
現
・
北
区
）・
王
子
区
（
現
・
北

区
）・
板
橋
区
か
ら
２
万
４
千
人

の
子
ど
も
た
ち
が
来
県
。
親
元
を

離
れ
疎
開
を
し
ま
し
た
。

〈『
写
さ
れ
た
学
童
疎
開
』〉

　

草
津
は
宿
泊
施
設
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
た
め
学
童
疎
開
の
受
け
入

れ
対
象
地
と
な
り
ま
し
た
。
町
で
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は
「
帝
都
集
団
疎
開
学
童
草
津
町

受
入
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、
昭

和
19
（
１
９
４
４
）
年
８
月
31
日

か
ら
９
月
12
日
ま
で
の
間
に
淀
橋

区
管
内
の
小
学
校
（
大
久
保
・
天

神
・
戸
塚
第
一
・
戸
塚
第
二
・
戸

塚
第
三
・
落
合
第
一
・
落
合
第

二
・
淀
橋
第
一
・
淀
橋
第
二
・
淀

橋
第
三
・
淀
橋
第
四
・
淀
橋
第

五
・
淀
橋
第
七
）の
13
校
か
ら
３
，

５
０
０
人
の
子
ど
も
た
ち
を
74
軒

の
宿
泊
施
設
で
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
上
野
駅
か
ら
信

越
線
に
乗
り
軽
井
沢
で
下
車
。
草

軽
電
鉄
に
乗
り
換
え
草
津
に
入
り

ま
し
た
。

　

図
書
館
に
は
『
写
さ
れ
た
学
童

疎
開
』（
新
宿
区
立
新
宿
歴
史
博

物
館
，
１
９
９
６
）
と
い
う
冊
子

が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

淀
橋
区
の
疎
開
児
童
が
各
地
で
生

活
し
て
い
る
様
子
を
写
し
た
写
真

集
で
３
９
９
点
の
写
真
が
収
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
草
津

で
撮
ら
れ
た
も
の
が
数
葉
あ
り
ま

す
。
湯
畑
で
本
を
読
ん
だ
り
、
整

列
し
た
り
し
て
い
る
写
真
や
、
旅

館
の
前
で
の
集
合
写
真
、
校
庭
で

の
整
列
写
真
な
ど
で
す
。
草
津
町

に
は
疎
開
児
童
を
撮
っ
た
写
真
は

残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
（
ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
私
が
見
た
こ
と
が
な
い

だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご
存
知

の
方
が
い
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
）、
物
資
が
無
い
な
か
、
淀
橋

区
に
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
子
ど
も

た
ち
の
写
真
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
『
写
さ
れ
た
学
童
疎
開
』
に
は

そ
の
答
え
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
「（
前
略
）写
真
の
題
材
は
、

基
本
的
に
疎
開
児
童
た
ち
の
集
合

写
真
を
中
心
に
、
食
事
や
授
業
風

景
な
ど
疎
開
地
で
の
日
々
の
暮
ら

し
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。（
略
）

疎
開
に
行
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
い

か
に
元
気
で
生
活
し
て
い
る
か
写

真
に
記
録
し
、
こ
れ
を
親
た
ち
に

見
せ
て
安
心
さ
せ
よ
う
し
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
写
真

を
通
じ
て
し
か
、
疎
開
地
の
子
ど

も
た
ち
の
様
子
を
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
、
親
た
ち
の
切
実
な
願
い

が
背
景
に
あ
る
の
だ
ろ
う
（
後

略
）」。

　

確
か
に
こ
の
写
真
集
を
見
る
と
、

戦
時
中
の
大
変
な
時
代
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で

生
き
生
き
し
て
い
る
よ
う
に
も
見

え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
子
ど
も

た
ち
の
眼
差
し
の
先
に
は
、
離
れ

離
れ
の
親
の
こ
と
や
き
ょ
う
だ
い

の
こ
と
、
淀
橋
区
の
家
や
学
校
の

こ
と
が
常
に
あ
っ
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

〈
子
ど
も
た
ち
の
生
活
〉

　

70
代
以
上
の
方
は
疎
開
の
児
童

の
こ
と
を
覚
え
て
い
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
彼
ら
は
草
津
温
泉
疎
開

学
園
と
し
て
旅
館
の
広
間
を
教
室

代
わ
り
に
学
習
し
、
小
学
校
の
校

庭
や
白
根
神
社
で
体
操
し
時
に
は
、

楽
泉
園
の
ほ
う
ま
で
マ
キ
を
調
達

に
行
っ
た
そ
う
で
す
。
時
間
の
あ

る
と
き
は
湯
畑
で
遊
び
町
じ
ゅ
う

を
駆
け
回
っ
て
い
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
物
資
や
食
糧
が

著
し
く
不
足
し
て
い
た
時
代
に
、

育
ち
盛
り
の
子
ど
も
た
ち
に
は
大

変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
疎
開
は
１
年
間
続
き

昭
和
20
年
10
月
に
解
散
式
が
行
わ

れ
ま
す
。

〈
60
年
の
歳
月
が
流
れ
て
〉

　

１
年
に
数
人
で
す
が
図
書
館
に

疎
開
の
こ
と
を
調
べ
て
い
る
と

言
っ
て
来
館
さ
れ
る
お
客
さ
ま
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

そ
う
、
60
数
年
前
、
草
津
に
疎

開
し
て
い
た
淀
橋
区
の
子
ど
も
た

ち
で
す
。
調
べ
て
い
る
こ
と
は

様
々
で
「
疎
開
し
て
い
た
旅
館
を

探
し
て
い
る
」「
郵
便
局
は
ど
こ

か
」「
草
軽
の
駅
は
ど
こ
？
」
と

い
っ
た
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
中
で
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た

『
写
さ
れ
た
学
童
疎
開
』
を
紹
介

す
る
と
大
変
驚
か
れ
、「
こ
こ
に

写
っ
て
い
る
の
は
僕
じ
ゃ
な
い

か
？
」
と
嬉
し
そ
う
に
写
真
を
ご

覧
に
な
り
ま
す
。
今
、
淀
橋
区
は

新
宿
区
と
名
前
が
変
わ
り
、
高
層

ビ
ル
や
商
業
ビ
ル
が
立
ち
並
ん
で

い
ま
す
。
今
も
同
じ
場
所
に
暮
ら

し
て
い
る
人
は
少
な
い
は
ず
で
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
本
と
草
津
で
出

会
え
る
こ
と
は
、
と
て
も
意
外
で

嬉
し
い
こ
と
の
よ
う
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
人
た
ち
か
ら
「
家

に
帰
り
た
く
て
帰
り
た
く
て
、
何

度
手
紙
を
書
い
た
か
」「（
い
じ
め

が
あ
っ
て
）
と
て
も
辛
か
っ
た
」

と
草
津
で
の
疎
開
の
思
い
出
話
を

伺
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

疎
開
以
来
、
草
津
に
は
行
っ
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
方
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
相
当
辛
い
思
い
を
さ
れ
て

過
ご
さ
れ
た
よ
う
で
す
。で
す
が
、

最
後
に
は
「
来
て
良
か
っ
た
、
親

戚
や
友
達
と
ま
た
来
た
い
」
と

言
っ
て
笑
顔
で
帰
ら
れ
ま
す
。

〈
町
民
の
み
な
さ
ん
へ
〉

　

調
べ
物
や
思
い
出
の
地
を
訪

ね
る
目
的
で
草
津
に
来
る
お
客

様
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
も
し
、
調
べ
物

や
疎
開
の
こ
と
で
お
客
様
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
ら

図
書
館
を
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
　

草
津
町
立
図
書
館

中
沢
孝
之

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

℡  
８
８
・
７
１
９
０

○
参
考
文
献

『
写
真
・
絵
画
集
成　

学
童
疎
開
』

第
３
巻
（
逸
見
勝
亮
監
修
，
日
本
図

書
セ
ン
タ
ー
，
２
０
０
３
）

『
写
さ
れ
た
学
童
疎
開
』（
新
宿
区
立

新
宿
歴
史
博
物
館
，
１
９
９
６
）

『
我
ら
の
教
育
誌
』（
高
原
力
三
，
１

９
７
１
）
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　今年も「さくらの会（安斉文弥代表ほか６名）」の

みなさまから、草津小学校新入学児童に傘の

寄付をいただきました。

　ありがとうございました。

　『草津ロータリークラブ』（会長　立川正章）の

みなさまから児童用学校引き出しを寄贈してい

ただきました。

　ありがとうございました。

　４月１日（日）に「草津町建築技術研究会」の
みなさまが、草津小学校・中学校から要望のあっ
た校内の修繕等を、ボランティアとして行ってい
ただきました。
　この作業は毎年行っていただいており、30年以
上続いているそうです。
　ありがとうございました。

小学校作業風景

中学校作業風景

小学校作業風景

中学校作業風景
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毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
閲
覧
及
び
土
地
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

固
定
資
産
を
お
持
ち
の
納
税
者
の

方
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
閲
覧
の

他
に
、
他
の
土
地
や
家
屋
と
の
価
格

が
比
較
で
き
る
「
縦
覧
帳
簿
」
が
縦

覧
で
き
ま
す
の
で
、
ご
自
分
の
資
産

の
確
認
の
た
め
に
も
、
縦
覧
さ
れ
る

よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。特
に
、

前
年
中
に
土
地
を
取
得
さ
れ
た
方
や

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
を

さ
れ
た
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
縦
覧
期
間

・
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

・
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
の
間

（
但
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び

祝
日
は
除
き
ま
す
。）

▽
縦
覧
場
所

・
草
津
町
役
場　

税
務
課

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

℡  
８
８
・
７
１
８
６

　

自
動
車
税
は
、
道
路
の
整
備
だ
け

で
な
く
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
の
充

実
な
ど
、
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を

確
保
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
大
切

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

自
動
車
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・

ス
ト
ア
の
ほ
か
、県
内
金
融
機
関
、

郵
便
局
、
県
税
事
務
所
、
行
政
県

税
事
務
所
、
自
動
車
税
事
務
所
、

「P
ay-easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）」
対

応
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
、
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
で
も
納
税
で
き
ま
す
。

※ 

軽
自
動
車
税
は
市
町
村
に
納
め
る

税
金
で
す
。
納
税
場
所
は
町
村
役

場
税
務
担
当
課
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
も
納
期
限

ま
で
に
納
税
し
て
下
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
県
税
事
務
所

　

℡  
０
２
７
９
・
７
５
・
３
３
０
０

　

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

　

℡  
０
２
７
・
２
６
３
・
４
３
４
３

※ 

継
続
検
査
用
、
構
造
等
変
更
検
査

用
の
納
税
証
明
書
に
つ
い
て

　

自
動
車
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
納

税
証
明
書
も
一
緒
に
渡
し
、
自
動
車

を
譲
り
受
け
る
場
合
に
は
納
税
証
明

書
も
一
緒
に
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

お
ら
知

せ
 

〜
生
活
・
く
ら
し
の
情
報
〜

平
成
24
年
度
固
定
資
産
課
税

台
帳
等
の
縦
覧
に
つ
い
て

自
動
車
税
は
５
月
31
日（
木
）

ま
で
に
忘
れ
ず
に
！

～For foreigners～ 

◆自動車税はコンビニエンス・ストアで納税できます
Automobile taxes are payable at convenience stores.
O Imposto sobre Veículos pode ser pago nas lojas de Conveniência.
El Impuesto de Automovil puede abonar en las casas de conveniencias.

　草津町では放射線測定器を用いて、役場庁舎前で空間放射線測定を週１回のペースで実施しています。
測定場所：草津町役場庁舎前　地上50cm（北緯36°37′15″　東経138°35′45″）
測定機器：シンチレーション式環境放射線モニター　Mr.Gamma　A2700型
※測定値の単位は、「マイクロシーベルト毎時（μSv/h）」です。

測定月日 測　定　値 天　候 測  定  時  刻
２月27日 0.062 晴れ 午前11時00分
３月５日 0.065 雪 午前10時00分
３月12日 0.071 雪 午前９時40分
３月19日 0.080 晴れ 午前９時25分
３月26日 0.070 雪 午前９時00分

測定結果 マイクロシーベルト毎時

※現在の放射線量は、基準値以内で健康に影響を与えるレベルではありません。
※参考：国際基準　0.23マイクロシーベルト毎時（μSv/h）
　　　　年間１ミリシーベルト以下（1,000マイクロシーベルト ＝ １ミリシーベルト）
※ あおぞら保育園・小学校・中学校についても、現在の放射線量は健康に影響を与えるレベルではありません。

草津町における空間放射線量測定結果について（最新）草津町における空間放射線量測定結果について（最新）
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昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
、

今
年
４
月
以
降
、
森
林
の
土
地
の
所

有
者
と
な
っ
た
方
は
市
町
村
長
へ
の

事
後
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
届
出
対
象
者　

個
人
・
法
人
を
問

わ
ず
、
売
買
や
相
続
等
に
よ
り
森

林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
方

は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
届
出
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地

売
買
契
約
の
届
出
を
提
出
し
て
い

る
方
は
対
象
外
で
す
。

▽
届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
と

な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内
に
、
取

得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村
の
長

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
届
出
事
項　

届
出
書
に
は
、
届
出

者
と
前
所
有
者
の
住
所
、
氏
名
、

所
有
者
と
な
っ
た
年
月
日
、
所
有

権
移
転
の
原
因
、
土
地
の
所
在
場

所
・
面
積
と
と
も
に
、
土
地
の
用

途
等
を
記
載
し
ま
す
。
添
付
書
類

と
し
て
、
登
記
事
項
証
明
書
（
写

し
も
可
）
又
は
土
地
売
買
契
約
書

な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分

か
る
書
類
の
写
し
、
土
地
の
位
置

を
示
す
図
面
が
必
要
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

℡  
８
８
・
０
０
０
１

環
境
森
林
事
務
所
・
森
林
事
務

所
・
県
庁
林
政
課

　

℡  
０
２
７
・
２
２
６
・
３
２
１
６

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

橋梁の長寿命化修繕計画策定事業について
－平成22年度　橋梁点検の結果－

　草津町が管理する橋梁の現状を把握するため、平成22年度に概略点検を行いましたのでお知らせいたします。

橋梁名称 所　在　地 対策区分

1 おうむ岩橋
草津町大字草津字白根国有林154林班
草津町大字草津字白根国有林154林班

Ｃ

2 泉都橋
草津町大字草津字大谷地626－8
草津町大字草津字落合285－7

Ｃ

3 スズラン橋
草津町大字前口字本白根山国有林166林班
草津町大字前口字本白根山国有林166林班

Ｃ

4 諏訪橋
草津町大字前口字家ノ前296
草津町大字前口字家ノ前389－24

Ｃ

Ｅ１
Ｅ２

緊急対応の必要がある
・緊急対策方法を提案

Ｍ
維持工事で対応
・点検者がポンチ絵入りで対応方針、工事指示書を作成

Ｃ
補修が必要である
・恒久対策及び当面（２～３年）の対策案を提案

Ｓ１
早急な調査が必要
・Ｃ判定に準じて調査及び現時点で想定する対策案を提案

Ｓ２
継続観測
・継続観測できる仕組みづくり
（損傷個所の記録、マーキング等）

対策区分については、
下段の「対策区分の説
明」をご参照ください。

対象区分の説明

▽問い合わせ先
　草津町役場土木課
　TEL.88－7184

百
年
石
づ
く
り
体
験
小
屋

百
年
石
づ
く
り
体
験
小
屋

オ
ー
プ
ン
！

オ
ー
プ
ン
！

４
月
20
日（
金
）
百
年
石
作
り

体
験
小
屋
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

百
年
石
と
は
、
石
灰
石
に
ペ
ン

キ
で
好
み
の
絵
や
文
字
を
描
き

乾
燥
さ
せ
た
後
、
温
泉
に
２
日

間
浸
け
る
と
描
い
た
部
分
が
浮

か
び
上
が
る
と
い
う
も
の
で
す
。

【
料
金
】
材
料
・
製
作
費
は
無
料

　

（
た
だ
し
送
料
の
み
実
費
）

【
所
要
時
間
】
約
30
分
か
ら
１
時
間

【
営
業
時
間
】
９
時
30
分
か
ら
16
時

【
休
館
日
】
火
、
水
、
木

（
祝
日
及
び
７
月
〜
９
月
は
開
館

い
た
し
ま
す
）

【
ア
ク
セ
ス
】
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か

ら
徒
歩
10
分
、
ま
た
は
町
内
巡

回
バ
ス
「
中
和
工
場
入
口
」
下

車
徒
歩
２
分
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

品
木
ダ
ム
水
質
管
理
所

　

℡  
８
８
・
５
６
７
７

▲百年石

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
あ
な
た
の

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
あ
な
た
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
百
年
石
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

オ
リ
ジ
ナ
ル
百
年
石
を
作
り
ま
せ
ん
か
？
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国保会計が危ない‼ （国保会計の現状）国保会計が危ない‼ （国保会計の現状）
国民健康保険税の滞納状況と対策

　国民健康保険は、万が一の病気やケガに備えて加入者みなさんでお金を出し合い、医療費にあてる
助け合いの制度です。
　しかし、医療費は増大する一方でありながら、保険税徴収は年々厳しくなっているのが現状です。
滞納があると医療費の支払いに支障をきたし医療保険制度が機能しなくなってしまいます。
　よって、医療費の増加・保険税の徴収率減が続きますと、保険税アップにつながっていくことにな
ります。

保 険 税 内 訳

滞納処分について

国民健康保険税の現状

　保険税は、その年に予測される医療費を推計し、加入者が病院などで支払う一部負担金と国などからの補
助金を差し引いた金額を賄う為、国保加入者の所得や年齢に応じて賦課しています。

　納期限内に納付がないと、法律の規定により、20日以内に督促状が送付されます。また、年２回（12月・
４月）催告書の送付や夜間徴収・納税相談も随時実施しています。
　未納のある方には、有効期限が１カ月の短期保険証を発行し、毎月納付して毎月保険証を更新していただき
ます。さらに、納期限から１年以上納付のない場合は、資格証明書を送付します。
　資格証明書は、医療機関にて全額自己負担となります。（後日手続きし、７割分を保険税へ充当・返還させ
ていただきます）
　催告が納付に結びつかない場合は、法の規定により財産調査（預金・給与等）し、財産を差し押さえ税に充
てます。

　すでに、国民健康保険の財政は厳しく、一般会計からの法定外繰入も限界に達しています。
　滞納処分をより一層強化し収納率を上げていかなければなりませんが医療費の増大にともない保険税を上げ
なければならない状況にあります。

保険税 ＝ 医療保険分 ＋ 後期高齢者支援金分 ＋ 介護保険分（40歳～64歳の方）

草津町国保税の収納率 群馬県内町村平均
平成20年度 91.4％ 91.2％
平成21年度 89.4％ 90.4％
平成22年度 88.0％ 91.6％

国保加入の滞納者
加入世帯数 1,619 平成24年１月末時点
滞納世帯数 255 平成23年度４期以前

に未納のある方滞　納　額 194,425,637
資格者証世帯 17

平成24年２月時点
短期保険証 204
差押え件数 12

平成22年度
差 押 え 額 396,899

国保税滞納額300万以上 ５世帯
国保税滞納額100万以上 30世帯

◆問い合わせ先：住民課　TEL.88－7192

平成22年度実績

保険税
24.0％

国や県からの補助
62.5％

その他
13.5％
　　※

国保の収入

医療保険分
67.7％

後期高齢者
支援金等
29.0％

国保の支出

その他
3.3％
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農作物を荒らしたり

人を追いかけたり

騒音の原因や

ますます巧妙に！振り込め詐欺の手口ますます巧妙に！振り込め詐欺の手口

こんな「うまい話」はありませんよ！こんな「うまい話」はありませんよ！

青少年（18歳未満）が使用する携帯電話には青少年（18歳未満）が使用する携帯電話には
やむを得ない理由がない限りフィルタリング設定が必要です！やむを得ない理由がない限りフィルタリング設定が必要です！

これは振り込め詐欺の一例です。
不審な電話があっても慌てずに警察へ通報しましょう。

「今○×の社債を持っていれば、価値がある
ので是非買い取りしたい」というような劇場型
の話を持ちかけるケースが多発しています！

長野原警察署からの長野原警察署からの
お 知 ら せお 知 ら せ

長野原警察署  ℡  .82－0110長野原警察署  ℡  .82－0110

　

最
近
、
夜
に
な
る
と
飼
い
犬
を
放
す
人
が

い
ま
す
が
、
放
た
れ
た
飼
い
犬
が
徘
徊
す
る

こ
と
で
周
り
の
飼
い
犬
が
鳴
き
出
し
騒
音
の

原
因
に
な
る
こ
と
を
は
じ
め
、
様
々
な
苦
情

や
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

１．こう傷事故等があれば加害犬と疑われ
ます。

２．交通事故にあって負傷することがあり
ます。

３．野良犬と混じって狂暴化します。
４．他の犬から、病気の感染を受けること

があります。
といったことになれば、飼い主も飼いきれず、
手放すことになり、犬にとっても不幸な結
果を招きます。

　　  犬の放し飼いは
　　　  絶対にやめましょう！
○犬は昼夜を問わず、つないで飼う
　またはオリの中で飼いましょう。
○運動は引き綱を引いて行いましょう。

第
９
条　

 

飼
い
犬
は
、
常
時
係
留
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。（
昼
夜
を
問
わ
ず
飼
育
す
る
）

第
21
条　

 

第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
違
反
し
て
飼
い
犬
を
係
留

し
な
か
っ
た
者
（
所
有
者
以
外
の
者
が
占
有
し
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
者
と
す
る
。）
に
は
５
万
円
以
下
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

群
馬
県
動
物
の
愛
護
及
び

　
　
　
　

管
理
に
関
す
る
条
例

犬の放し飼いによって…

こ
わ
い
！あ
ぶ
な
い
！めい
わ
く
！

犬
の
放
し
飼
い
！！

犬
の
放
し
飼
い
！！

犬
の
放
し
飼
い
！！

ワンポイント  アドバイスおまわりさんの

インターネットに接続できる携帯電話の普及に伴い、青少年に有
害な情報が氾濫し、事件やトラブルに巻き込まれる事案が発生し
ています。
やむを得ない理由とは（群馬県青少年育成条例による）
★ 青少年が仕事をしているため、フィルタリングをしている場合
には大きな障害が生じる場合
★ 青少年が障害・病気を抱えていて、通院・治療など日常の生活
を送るのに障害が生じる場合
★ 保護者が青少年のインターネットの利用状況を適切に把握して、
有害な情報の閲覧等を防止する場合
上記以外の理由は認められませんので、新規契約やフィル
タリング設定の場合には注意が必要です！

　もし○×社の株や社債を買ってくれたら、後で必
ず高く買い取りますよ！
　この株は上場確実、今買えば必ず儲かりますよ！
もちろん、元金も保証します。

未公開株や社債の勧誘
は『詐欺』の可能性大
です。要注意！！

注意して！
！

「未公開
株・社債」

の

勧誘

もしもし、俺だけど…
風邪をひいて声が変わったんだ。
携帯も壊れて電話番号が変わった。
実は、不倫相手が妊娠して示談金が必要なんだ。
弁護士費用で今すぐお金を振り込んでくれないか！！

いでゆ　第568号 20



あおぞら保育園あおぞら保育園あおぞら保育園あおぞら保育園
誌上体験！探訪誌上体験！探訪

みんなで仲良くしようね♪

新年度が始まり、新しいお友だちが
入園してきました
　進級したお友だちは一つ大きくなったことが嬉しく、
はりきって生活をしています。新しいお友だちは楽し
みにしていた保育園生活のスタートです。
　入園式で名前を呼ばれて、はりきってお返事ができ
た子、恥ずかしくて隠れてしまう子もいましたが、早
く保育園に慣れて楽しく過ごせるようになるといいで
すね。

職員紹介
　平成24年度は、総勢18名の職員で頑張ります。
　どうぞよろしくお願いいたします。

　４月５日にあおぞら保育園の入園式が行われました。
　新入園児が13名、昨年度の途中から入園された12人を含めると25名の子ど
もたちがお祝いされました。
　この春は93名のスタートです。大きくなって保育園に入れたいと希望され
ている方も数名いらっしゃいます。
　あおぞら保育園の名前のとおり、大きな空の下でたくさん遊び、天狗山やレ
クの森、鬼の相撲場などにも散歩に行きます。そしてお腹を空かせて、おいし
い給食を食べて心も体も大きくたくましくなってもらいたいと願っています。
　子どもたちの健やかな成長と働くお父さん・お母さんの相談相手になれたら
と思います。
　あおぞら保育園の様子を今年度も誌面を通じてみなさまに紹介していきます
ので、どうぞ楽しみにご覧ください。

園長先生より新年度のご挨拶

卒園しても
　　がんばります！

新しいお友だちが仲間入りしました

卒園式　立派な姿で巣立っていきました卒園式　立派な姿で巣立っていきました
　この日は園長先生より、保育証書をいただきました。　この日は園長先生より、保育証書をいただきました。
一人一人が大きく成長しましたね。一人一人が大きく成長しましたね。
　元気な一年生になって下さい。　元気な一年生になって下さい。
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町民卓球大会が開催されました町民卓球大会が開催されました

群馬県スポーツ少年団
小学生柔道交流大会

トピトピッックスクス
草津町民のみなさんの活躍を草津町民のみなさんの活躍を
お伝えするページお伝えするページ

町民卓球大会が開催されました町民卓球大会が開催されました

吾
妻
郡
民
体
育
祭

第
37
回  

ス
キ
ー
大
会

みなさんおめでとうございます。
メダルを手に記念撮影。

選手のみなさんお疲れさまでした。

　３月４日（日）県内各地から59団体・724名が参加し、ぐんま

武道館大道場にて第23回群馬県スポーツ少年団少年柔道交流大

会が行われました。

　草津町から21名の選手が出場し、素晴らしい成績を収めました。

　参加した選手の健闘を称え、次のとおりお知らせいたします。

　３月11日（日）、草津町総合
体育館において町民卓球大会
が行われ、小学生から大人ま
で20名が参加し、皆さんが楽
しみながらも白熱した試合が
繰り広げられました。
　参加選手の健闘を称え、次
のとおりお知らせいたします。

　

３
月
17
日（
土
）、
草
津
国
際
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
吾
妻
郡
民
体

育
祭　

第
37
回
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
吾
妻
郡
内
か

ら
総
勢
68
名
、
う
ち
草
津
町
か
ら
22
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
優
秀

な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

参
加
選
手
の
皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
称
え
、
次
の
と
お
り
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

１年　男子　中量級　　優　勝　大橋　龍
２年　男子　軽量級　　第３位　神田惇英
　　　女子　軽量級　　第３位　鹿目愛心
　　　女子　中量級　　準優勝　長岡采枝
３年　男子　軽中量級　優　勝　本多夏葵
　　　女子　軽量級　　優　勝　神田玲佳
４年　男子　中量級　　準優勝　朝倉ジョージ
　　　女子　軽量級　　第３位　澁谷愛優

小学生の部
優　勝　𣘺爪洋人
準優勝　大久保貴斗

中学生の部
優　勝　小林成己
準優勝　𣘺爪克弥
第３位　吉田圭佑

一般男子の部
優　勝　井出光治
準優勝　中澤篤夫
第３位　佐藤俊之

一般女子の部
優　勝　山口佳子
準優勝　五十嵐つや子
第３位　宮﨑妙子

部　　門 順位 氏　　名 記録
小学生高学年男子 第２位 石　井　壱　国 33秒21

小学生高学年女子
第１位 久々江　涼　花 34秒32
第３位 池　田　　　光 37秒76

中 学 生 男 子 第１位 箱　田　陸　歩 31秒65
中 学 生 女 子 第１位 水　出　栞　奈 32秒38

成 年 男 子
第１位 岡　　　朗　太 30秒74
第２位 畑　井　雄　太 31秒68
第３位 久保田　　　悟 32秒51

第23回
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宮　

﨑　

は　

ん
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お誕生おめでとう　※敬称略

地　区 氏　名 保護者

前　口 中
なか

澤
ざわ

卓
たく

誠
ま 真　樹

奈　美

昭　和 田
た

村
むら

　 　 心
こころ 桂　彦

里　美

科
日 内　　　　科 外　　　　科 休日夜間当番病院

４月15日（日）
中之条町

（64）2136
四万診療所

草津町
（88）4321
草津こまくさ病院

中之条町
（75）3055
吾妻さくら病院

中之条町
（75）3055
吾妻さくら病院

４月22日（日）
東吾妻町

（68）2103
加地医院

嬬恋村
（97）3020
嬬恋村診療所

東吾妻町
（68）2711
原町赤十字病院

東吾妻町
（68）2711
原町赤十字病院

４月29日（日）
昭和の日

中之条町
（76）3435
しまだ医院

嬬恋村
（97）3800
桜井クリニック

長野原町
（83）7111
西吾妻福祉病院

長野原町
（83）7111
西吾妻福祉病院

４月30日（月）
振替休日

中之条町
（75）3055
吾妻さくら病院

草津町
（88）9660

草津外科内科クリニック

東吾妻町
（68）2711
原町赤十字病院

東吾妻町
（68）2711
原町赤十字病院

※専門外の疾患の場合は対応しかねることもあります。

✚４月当番医予定表

お悔やみ申し上げます　※敬称略

地　区 氏　　名 享年

泉　水 山
やま

口
ぐち

     清
きよし

87

滝　下 杉
すぎ

山
やま

ト
と

ミ
み

江
え

71

泉　水 佐
さ

藤
とう

　良
りょう

介
すけ

70

東殿塚 山
やま

本
もと

つやの 96

本　町 庭
にわ

田
だ

　周
しゅう

作
さく

76

掲載を希望されない方は届け出の際お申し出ください。

本誌・我が家のアイドルコーナーに登場してくれ

る４歳未満のお子さんを募集しています。写真裏

面に保護者の方とお子さんのお名前・年齢・続柄

を明記してください。

問い合わせ先：草津町役場総務課 tel.88-0001

24時間健康テレホンサービス

群馬県保険医協会では、
「24時間健康テレホンサービス」を

実施しています。
電話027-234-4970（ヨクナレ）に
かけると約３分の健康講話が聞けます。

プ
ロ
グ
ラ
ム

４
月
（
１
日
か
ら
30
日
）

月
曜
／
肺
炎
と
結
核

火
曜
／
肺
が
ん

水
曜
／
大
腸
が
ん

木
曜
／
ホ
ク
ロ
の
が
ん
（
メ
ラ
ノ
ー
マ
）

金
曜
／
初
老
期
の
こ
こ
ろ
の
悩
み

土
・
日
曜
／
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

☆
直
接
相
談
タ
イ
ム
（
医
師
対
応
）

11
日
（
内
科
・
外
科
）と
19
日
（
歯
科
）

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
ま
で

※ 

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
お
名
前
と
電
話
番
号

を
お
伺
い
し
ま
す
。

・軽自動車税　　　　全　期

納期限　平成24年５月１日（火）

今月の納税
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13（金）広報「いでゆ」４月号発行日 ５月
１（火）

14（土） ２（水）

15（日） ３（木）憲法記念日

16（月） ４（金）みどりの日

17（火） ５（土）こどもの日

18（水） ６（日）

19（木）中学校授業参観・ＰＴＡ総会 ７（月）

20（金） ８（火）

21（土）おはなし会（11：00～　図書館） ９（水）

22（日）第17回ツール・ド・草津（○問 ツール・ド・草津実行委員会事務局　TEL.88－5468） 10（木）

23（月） 11（金）広報「いでゆ」５月号発行日

24（火）雪の回廊ウォーキング（○問 長野県山ノ内町観光商工課　TEL.0269－33－1107）

25（水）
人権・行政相談
（10：30～14：30　役場４階第１委員会室）
志賀草津高原ルート再開通式
（○問 草津温泉観光協会　TEL.88－0800）

26（木）小学校授業参観

27（金）

28（土）

29（日）昭和の日

30（月）振替休日

平成24年４月13日 発行
編集発行:草津町役場総務課 〒377-1792　群馬県吾妻郡草津町草津28番地
 Tel.0279－88－0001　Fax.0279－88－0002
U R L  h t t p : / / w w w . t o w n . k u s a t s u . g u n m a . j p
♨草津町広報誌「いでゆ」は毎月第２金曜日発行です。 題字は草津町書道会会長　本多銀造氏書

４月の行事予定表

タウンデータ

人口・世帯数
（24年４月１日現在）

男
合　計

転　入
転　出

3,452人
7,054人

61人
72人

女
世　帯

3,602人
3,436世帯

入り込み客数
（平成24年２月分）

合　計

日帰り

宿　泊

195,084人（98.04％）

77,503人（97.99％）

117,581人（98.07％）
（　）前年対比

※○問 …観光イベント問い合わせ先

草津町役場　88-0001（代表）

・会計課  88-7185　・住民課  88-7192

・福祉課  88-7189　・観光課  88-7188

・税務課  88-7186　・温泉課  88-7182

・企画創造課  88-9000　・上下水道課  88-7183

・土木課  88-7184　・議会事務局  88-7191

・教育委員会  88-0005

・健康推進課（保健センター）  88-5797

・生活環境課（クリーンセンター）  88-2407

・図書館  88-7190　・あおぞら保育園  88-3289

・総合体育館  88-5288　・草津小学校  88-2156

・草津中学校  88-2227　・町民プール  88-1130

・社会福祉協議会  88-1050

情 報 電 話 帳

　草津小学校に37名の児
童が入学しました。
　入学式では少々緊張し
た様子でしたが、在校生
に歓迎され、学校生活へ
の希望と期待に満ちた新
入児童の笑顔があふれて
いました。

友だちたくさん作りたいな♪


